
 

 

北神営農振興会巡回日 平成２２年８月１７日（火） 

巡回地区  山田・有野・道場・大沢・長尾・八多・上淡河・淡河 

 

◎今回の巡回でこれらの病害虫が確認されました。 

※薬剤の使用についてはラベル表示をよく確認のうえ、記載内容以外の使用はしないでください。 

品目 病害虫 発生数 薬剤名 

希釈倍率       

使用量 

使用時期 

本剤の使用

回数(以内） 

コナジラミ類 多 モスピラン水溶剤 

2,000 倍            

100～300L/10a 

前日まで ３回以内 

アザミウマ類 少 

トマト 

ハモグリバエ類 中 

トマトハモグリバエ 中 

スピノエース顆粒水和剤 

5,000 倍    

100～300L/10a 

前日まで ２回以内 

アブラムシ類 少 

ウリハムシ成虫 多 

ディプテレックス乳剤 1,000 倍 前日まで ３回以内 

べと病 中 

褐斑病 少 

きゅうり 

うどんこ病 少 

うどんこ病 少 

アミスター２０フロアブル 

2,000 倍        

100～400L/10a 

前日まで 4 回以内 

アブラムシ類 少 

ミナミキイロアザミウマ 少 

コナジラミ類 中 

ベストガード水溶剤 

1,000～2,000 倍

100～300L/10a 

前日まで ３回以内 

ハダニ類 中 ピラニカ EW 

2,000～3,000 倍        

150～300L/10a 

前日まで １回 

なす 

テントウムシダマシ類 多 ディプテレックス乳剤 1,000 倍 前日まで ３回以内 

ピーマン  

ししとう 

ハスモンヨトウ 少 アタブロン乳剤 

2,000 倍/100～

300L/10a 

前日まで ３回以内 

カメムシ類 少 

えだまめ 

ハスモンヨトウ 多 

トレボン乳剤 

1,000 倍 

ハスモンヨトウ：

1000～2000 倍 

収穫２１日前

まで 

２回以内 

ねぎ ネギアザミウマ類 多 モスピラン水溶剤 

2,000 倍            

100～300L/10a 

収穫 7 日前

まで 

３回以内 

 

えだまめえだまめえだまめえだまめ（（（（露地栽培露地栽培露地栽培露地栽培））））    

生育は順調にきており、開花期を迎えています。この時期～若莢期に乾燥しすぎると、莢つきが悪く

なるので畝間に走り水程度に潅水を行いましょう。病害虫ではカメムシ類やアブラムシ類が確認されま

した。収穫前日数に気をつけ、上記の薬剤での防除をお勧めします。また圃場内に雑草が多いと、養分

吸収が抑えられるほか、害虫の巣となりますので、雑草のない圃場管理に努めましょう。 



    

ナスナスナスナス（（（（露地栽培露地栽培露地栽培露地栽培））））    

収穫最盛期を向かえ、過繁茂期状態となり、樹勢がやや弱くなっている圃場も確認されました。 

病害虫については、ハダニ類やうどんこ病などの発生がみられました。葉の裏をこまめに観察し、

発生初期から薬剤のローテーション防除を行いましょう。（同じ系統の薬剤の使用はひかえてく

ださい。) 

 潅水は夕方に谷水をとるなどしてたっぷりと行います。ただし溜まった水が翌朝には浸透して

残らない程度にします。晴天中の高温時の潅水は、根が傷むので絶対に行わないでください。 

収穫遅収穫遅収穫遅収穫遅れのないようにれのないようにれのないようにれのないように！！！！    

果実が大きすぎて収穫遅れになったときや葉が込み合っているのに古葉をいつまでもつけてい

た場合、上部の果実に変形果が多くなったり、枝が細くなったり、日焼け果、裂果が多くなった

りします。収穫遅れのないようにしてください    

 

    

    

    

育苗期においても多くの害虫の被害を受けます。セルやポットで育苗を行う場合も防虫ネット等を利用

し害虫から苗を保護しましょう。育苗完了の目安は根鉢が崩れず、苗の引ぬきが出来るようになった時

です。適期を逃すと根の活着が悪くなり、生育に悪影響を与えるので計画的な圃場準備を行いましょう。 

定植作業は、定植の 2 週間前までに堆肥の投入と石灰資材の投入を終わらせましょう。併せて微量要

素肥料（マルチサポート）を入れると良いです。定植時の病害虫対策はアブラナ科を中心としてハイマ

ダラノメイガなどの害虫の発生が予想されます。プレバソンフロアブルプレバソンフロアブルプレバソンフロアブルプレバソンフロアブル５５５５による灌注処理はチョウ目、

ハエ目害虫に対し 4 週間以上の効果が期待できますのでお勧めいたします。 

 

薬剤：プレバソンフロアブル５ 

対象作物：キャベツ・はくさい･レタス･ブロッコリー 

使用方法：セル成型育苗トレイ 1 箱(約 30cm×60cm、使用土壌 1.5l～4L) 

あたり 100 倍希釈液を 0.5L 灌注する。 

※但し灌注処理は 1 回のみしか使用できません。 

使用時期：育苗期後半～定植当日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋野菜秋野菜秋野菜秋野菜のののの定植作業定植作業定植作業定植作業にににに向向向向けてけてけてけて    

気象情報気象情報気象情報気象情報    気象庁発表気象庁発表気象庁発表気象庁発表    

（（（（週間予報週間予報週間予報週間予報）））） 8 月 19 日～8 月 25 日まで 

西日本は、高気圧に覆われて概ね晴れるでしょう。最高気温・最低気温はともに、全国的に平

年並か平年より高く平年よりかなり高いところがあるでしょう。 

（（（（1111 ヶヶヶヶ月予報月予報月予報月予報））））    ８月１４日から９月１３日まで    

期間の前半を中心に、気温の高い状態が続く見込みです。向こう 1 ヶ月の気温は、高い確率 60％

です。 

お問い合わせ先 JA 兵庫六甲 神戸北営農総合センター 

TEL078-981-5540  FAX078-981-5817 


